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(57)【要約】
【課題】　付箋を本等に楽しみながら貼ることができ、
更に、付箋の装飾部による装飾的な効果によって、この
付箋が貼られた本等に華やかな美感を付与することがで
きる付箋付箋を提供すること。
【解決手段】　全体が薄状片によって形成され、一端部
片面に接着部４１を有する付箋本体部３１を備え、この
付箋本体部３１の縁部に装飾部５１が形成されている付
箋１１において、装飾部５１は、履物、食器、動物、魚
、植物、人、又は物に含まれる「ハイヒール」の平面形
状として形成されている。
【選択図】　　　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　薄状片によって形成され片面に接着部を有する付箋本体部を備え、この付箋本体部の縁
部に装飾部が薄状片によって形成されている付箋において、
　前記装飾部は、履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を含む装飾体の１又は２以上
の平面形状として形成されていることを特徴とする付箋。
【請求項２】
　前記付箋本体部の一端部に前記接着部が設けられ、
　前記付箋本体部の他端部に前記装飾部が設けられていることを特徴とする請求項１記載
の付箋。
【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれかに記載の付箋を複数備え、前記複数の付箋が備える複数の前
記装飾部の形状が相違することを特徴とする付箋組み。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、薄状片によって形成され、付箋本体部の縁部に装飾部が形成されている付箋
及び付箋組みに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、本等の所望のページを識別するために、そのページに付すことができる付箋
がある。しかし、複数の各ページに付された付箋を区別できるようにするためには、例え
ば各ページに付された付箋の端部であって、ページの周縁部から突出した部分に文字を書
き込んだり、マーカーで色を付したりする必要があり、煩雑である。
【０００３】
　そこで、図４に示すように、予め複数の各色に着色された付箋１が提案されている。こ
の付箋１によると、所望の各ページに色違いの付箋１を付すことによって、各ページに付
された付箋１を見分けることができ、所望のページを開くことができる。また、これ以外
にも、特許文献１に開示されているような付箋もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１８０１７１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、図４に示すような、形状が同一であって、異なる色に着色された付箋１では、
その付箋を見分けるための色として、例えば、赤色、橙色、黄色、緑色、青色等の特定の
異なる系統に属する色に限られてしまい、従って、見分けることができる付箋１を作ろう
としても、その種類の数が制限されている。
【０００６】
　また、単に色分けされた付箋１では、本等に複数枚の付箋１を付したときに、見栄えよ
く、華やかな感じを持たせるためのバリエーションが狭く、付箋１を使用するときの楽し
みが少ないという問題がある。
【０００７】
　本考案は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、付箋を本等に楽し
みながら貼ることができ、更に、付箋の装飾部による装飾的な効果によって、付箋が貼ら
れた本等に華やかな美感を付与することができる付箋及び付箋組みを提供することを目的
としている。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本考案に係る付箋は、薄状片によって形成され片面に接着部を有する付箋本体部を備え
、この付箋本体部の縁部に装飾部が薄状片によって形成されている付箋において、前記装
飾部は、履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を含む装飾体の１又は２以上の平面形
状として形成されていることを特徴とするものである。
【０００９】
　この考案に係る付箋によると、履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を含む装飾体
の１又は２以上の平面形状を使用して装飾部を形成したので、使用者の性別、年齢層、趣
味等に応じて、使用者の要求を満たすことができる形状や色彩が異なる様々な付箋を多数
提供することができる。そして、このような履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を
含む装飾部は、記憶し易いので、装飾部の形状が相違する付箋を例えば本に付したときに
、それぞれの付箋を容易に見分けることができ、所望のページを開くことができる。
【００１０】
　そして、この考案に係る付箋において、前記付箋本体部の一端部に前記接着部が設けら
れ、前記付箋本体部の他端部に前記装飾部が設けられる構成とすることが好ましい。この
ようにすると、この付箋を例えば本のページに貼り付けるときに、装飾部がページの周縁
から突出して、この装飾部が見易い位置に配置されるようにこの付箋を付すことができる
。
【００１１】
　本考案に係る付箋組みは、前記付箋を複数備え、前記複数の付箋が備える複数の前記装
飾部の形状が相違することを特徴とするものである。
【００１２】
　この考案に係る付箋組みによると、複数のそれぞれの付箋に形成されている装飾部の形
状又は色彩が相違しているので、例えば１冊の本に複数の付箋を付したときに、各付箋は
、それぞれの付箋が付されているページの内容との関係で目印としての機能を果たすこと
ができる。よって、所望の内容のページを開こうとするときは、そのページと対応する装
飾部が形成された付箋を目印としてそのページを開くことができる。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案に係る付箋によると、付箋本体部の縁部に形成された装飾部が、履物、食器、動
物、魚、植物、人、又は物を含む装飾体の１又は２以上の平面形状として形成された構成
であり、このような装飾部は、親しみのある身近に存在するものの形状であるので、付箋
を本等に楽しみながら貼ることができる。更に、付箋の装飾部による装飾的な効果によっ
て、この付箋が貼られた本等に華やかな美感を付与することができるし、そのような美観
のバリエーションを広げることができる。
【００１４】
　そして、この考案に係る付箋組みによると、この付箋組を構成する複数の付箋のそれぞ
れの装飾部を、例えば或る物語に登場する人物、動物、物等の形状に形成することによっ
て、この複数の装飾部が全体として纏まりのある美観を奏するようにすることができる。
そして、使用者は、その物語を連想することによって、楽しみながらこの付箋組みを使用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この考案の一実施形態に係る付箋及び付箋組みを示す斜視図である。
【図２】同実施形態に係る付箋を示す斜視図である。
【図３】同実施形態に係る付箋の使用方法を説明するための斜視図である。
【図４】従来の付箋の一例を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本願考案に係る付箋及び付箋組みの一実施形態を、図１～図３を参照して説明す
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る。図１は、９種類の付箋積層体２１、２２、２３、・・・２９を備える付箋組み６０の
斜視図であり、それぞれの付箋積層体２１、２２、２３、・・・２９は、同一形状の多数
の付箋（１１、・・・）、（１２、・・・）、（１３、・・・）、・・・（１９、・・・
）が積層されたものである。そして、図１に示す９種類の各付箋積層体２１～２９は、そ
れぞれ分離しているものであるが、図には示さないが、これら付箋積層体２１～２９を、
１枚の台紙に貼り付けた構成としてもよい。
【００１７】
　図２に示す左端の付箋１１は、例えば紙、フィルム等で形成された薄状片によって形成
され、付箋本体部３１と装飾部５１とを備えている。
【００１８】
　付箋本体部３１は、縦長の矩形の薄状片で形成されている。そして、この付箋本体部３
１の長手方向の一端縁部に装飾部５１が形成されている。この装飾部（装飾体）５１は、
例えば「ハイヒール」（履物）の側面形状に形成されており、このハイヒール（履物）の
側面形状が、装飾部５１の平面形状となっている。
【００１９】
　そして、この付箋本体部３１の長手方向の他端部の裏面には、接着部４１が設けられて
いる。この接着部４１は、例えば紙やフィルムに対して繰り返し貼ったり剥がしたりする
ことが可能な接着剤を塗布したものである。
【００２０】
　次に、図１に示す左端から２番目、３番目、・・・９番目のそれぞれの付箋１２、１３
、・・・１９を説明する。これら２番目、３番目、・・・９番目のそれぞれの付箋１２、
１３、・・・１９と、左端の付箋１１とが相違するところは、装飾部の形状が相違すると
ころである。
【００２１】
　つまり、図１に示すように、左端から２番目、３番目、・・・９番目のそれぞれの装飾
部（装飾体）５２、５３、・・・５９は、例えば「きゅうす」（食器）、「アヒル」、「
人」、「家、キノコ、キノコ、キノコ、木」、「羽ばたいている鳥」、「魚」、「ウサギ
」、「ネコ」のそれぞれの側面形状に形成されており、これらの「きゅうす」（食器）、
「アヒル」、・・・「ネコ」の側面形状が、装飾部５２、５３、・・・５９の平面形状と
なっている。
【００２２】
　ただし、左端から５番目の装飾部５５は、「家、キノコ、キノコ、キノコ、木」を表す
それぞれの装飾体５５ａ、５５ｂ、５５ｃ、５５ｄ、５５ｅによって構成されている。
【００２３】
　そして、装飾部５１～５９は、「きゅうす」（食器）、「アヒル」、・・・「ネコ」の
形状としたが、これら以外の例えば履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物の１又は２
以上の平面形状としてもよい。
【００２４】
　また、図１に示す左端から１番目～４番目、７番目～９番目のそれぞれの付箋本体部３
１～３４、３７～３９の各横幅は、例えば約１０ｍｍである。そして、左端から５番目、
６番目のそれぞれの付箋本体部３５、３６の横幅は、例えば約３０ｍｍ、約２０ｍｍであ
る。
【００２５】
　更に、図１に示す左端から１番目～９番目のそれぞれの付箋１１～１９の各色は、例え
ば「赤色」、「橙色」、「黄色」、「黄緑色」、「深緑色」、「紫色」、「水色」、「白
色」、「黒色」である。勿論、これら以外の色に着色したものとしてもよいし、各付箋１
１～１９を同色のものとしてもよい。そして、付箋１２～１９は、上記以外については左
端の付箋１１と同等であるので、それらの説明を省略する。
【００２６】
　次に、上記のように構成された付箋組み６０の使用例を、図３を参照して説明する。ま
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ず、付箋組み６０から所望の種類の付箋１１、１２、・・・、又は１９を選択し、その付
箋を付箋積層体２１、２２、・・・、又は２９から一枚ずつ剥離し、この付箋の装飾部５
１、５２、・・・、又は５９が本７０の所望の各ページの周縁部から突出するように、各
ページに貼着する。このように付箋を付すことによって、本７０が閉じられた状態でも装
飾部５１、５５を視認することができる。図３に示す本７０には、装飾部５１、５５の形
状が異なる付箋１１、１５、及び装飾部が形成されていない従来の付箋７２が付されてい
る。
【００２７】
　次に、図１～図３に示す付箋１１～１９及び付箋組み６０の作用を説明する。これらの
付箋１１～１９によると、履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を含む装飾体の１又
は２以上の平面形状を使用して装飾部５１～５９を形成したので、使用者の性別、年齢層
、趣味等に応じて、使用者の要求を満たすことができる形状や色彩が異なる様々な付箋を
多数提供することができる。
【００２８】
　そして、このような履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を表す装飾部５１～５９
は、記憶し易いので、装飾部５１～５９の形状が相違する付箋１１～１９を例えば本７０
に付したときに、それぞれの付箋１１～１９を容易に見分けることができ、所望のページ
を開くことができる。
【００２９】
　また、これらの付箋１１～１９によると、付箋本体部３１～３９の縁部に形成された装
飾部５１～５９が、履物、食器、動物、魚、植物、人、又は物を表す構成であり、このよ
うな装飾部５１～５９は、親しみのある身近に存在するものの形状であるので、付箋１１
～１９を本７０等に楽しみながら貼ることができる。更に、付箋１１～１９の装飾部５１
～５９による装飾的な効果によって、この付箋１１～１９が貼られた本７０等に華やかな
美感を付与することができるし、そのような美観のバリエーションを広げることができる
。
【００３０】
　更に、図１に示す付箋組み６０によると、この付箋組６０を構成する複数の付箋１１～
１９のそれぞれの装飾部５１～５９を、例えば或る物語に登場する人物、動物、物等の形
状に形成することによって、この複数の装飾部５１～５９が全体として纏まりのある美観
を奏するようにすることができる。そして、使用者は、その物語を連想することによって
、楽しみながらこの付箋組み６０を使用することができる。
【００３１】
　例えば、付箋組み６０を構成するそれぞれの付箋積層体２１～２９のそれぞれの装飾部
５１～５９の形状を、グリム童話のブレーメンの音楽隊に登場するロバ、イヌ、ネコ及び
ニワトリ等とすることができる。これによって、それぞれの付箋積層体の装飾部の形状を
互いに関連があるものとすることができ、全体として調和のとれた美感を奏するようにす
ることができる。
【００３２】
　そして、図１～図３に示すように、付箋１１～１９は、付箋本体部３１～３９の一端部
に接着部４１が設けられ、付箋本体部３１～３９の他端部に装飾部５１～５９を設けた構
成としたので、この付箋１１～１９を例えば本のページに貼り付けるときに、装飾部がペ
ージの周縁から突出して、この装飾部５１～５９が見易い位置に配置されるようにこの付
箋１１～１９を付すことができる。
【００３３】
　また、付箋１１～１９の付箋本体部３１～３９及び装飾部５１～５９を、紙又はフィル
ムで形成してあるので、付箋１１～１９自体が嵩張らないし、屈曲性があるので貼着し易
いし、低コストで製造することができる。
【００３４】
　そして、図１に示す付箋組み６０によると、複数のそれぞれの付箋１１～１９に形成さ
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れている装飾部５１～５９の形状及び色彩が相違しているので、例えば１冊の本７０に複
数の付箋１１～１９を付したときに、各付箋１１～１９は、それぞれの付箋１１～１９が
付されているページの内容との関係で目印としての機能を果たすことができる。よって、
所望の内容のページを開こうとするときは、そのページと対応する装飾部５１～５９が形
成された付箋１１～１９を目印としてそのページを開くことができる。
【００３５】
　そして、図１に示す付箋１１～１９の使用方法として、付箋１１～１９を本７０等のペ
ージに貼り付けるときに、そのページの内容と対応する形状の装飾部５１～５９を有する
付箋１１～１９を使用することができる。例えば、付箋を付すページの内容が、ネコの飼
い方について記載されたものであるならば、猫の形をした装飾部５９を有する付箋１９を
使用することができる。これによって、或る内容のページを開くときは、そのページの内
容と対応する装飾部が形成されている付箋を目印にそのページを開くことができる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　以上のように、本考案に係る付箋及び付箋組みは、付箋を本等に楽しみながら貼ること
ができ、更に、付箋の装飾部による装飾的な効果によって、この付箋が貼られた本等に華
やかな美感を付与することができる優れた効果を有し、このような付箋及び付箋組み等に
適用するのに適している。
【符号の説明】
【００３７】
　１１～１９　付箋
　２１～２９　付箋積層体
　３１～３９　付箋本体部
　４１　接着部
　５１～５９　装飾部
　５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ、５１ｅ　装飾体
　６０　付箋組み
　７０　本
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